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第2図　　温室の東方より変電室を隔てて新館を望む．

　　　　　背景：右端は堆肥舎，rl1央ej：　A↓il，学校．

　昭和15年8／］n本遺伝学会は，京城において開催きれた第13回大会において，満場一・致をもつて国立遺伝学研

究所設立決議案をpJ決した．翌16年4月H本学術振興会に設けられた，第4（遺伝）特別委員会は遺伝学研究の振興

を計ると共に，日本遺伝学会と協力して国立研究所0）実現0）ためあらゆる努力を捧げた．こ0）特別委員会は昭和23年

6月解散するまで前後171Pil　O）委員会を開き，本所の設立の機運を醸成する上に大なる貢献をなしたことは周知の如

くである．さらに昭和22年5月rl本遺伝学会0）資産の1部をもつて財団法人遺伝学研究所を設立し，側面的に国立

機関の設置を促進するように努めた．かくして内閣の交代，国会の解散，農地問題，G．　H．Q．との交渉の停頓など，

幾多の難関に出会つたが，うまず屈せず折衝を続けた結果，漸く政府及びG．H．Q．の諒解を得，昭和23年7月片山

内閣の第2国会において少額ながら初年度予算の通過を見るに至つた．しかしこの年は立法上の都合で開設の運びに

至らず，翌昭和24年5月吉田内閣の第5国会になつて初めて設置法案が可決され，同年5月31日文部省設置法0）

公布となり，それにもとづき6月1日をもつて待望10年の国立遺伝学石斤究所はこ＼に誕生を見るに至つたのである．

そこで事務所をとりあえず文部省内に設け事務を開始したが，同年9月＾　三島1｝∫1りm三の常士ptrミ業株式会ト1所有地23，526

坪を買収し，翌月同社所有の建物1，347坪を借受け，12月1n事務所を同所に移し，枡究所の陣容初めてやや備わ

るに至つた．この建物はその後文部省において購入し（昭和26年3月，12Jj　．），内部に大改造を施すと共に外部を補

修し，付属建築物の新設，圃場の整備を行つたが，中にも昭和27年度において完成した新館及び調節温宝の完成に

より，いささか面目を．噺した．これら研究用施設の拡充，宿含の増設等については文部省当局，静岡県，　三島市，

H本専売公社等の同情と援助とに負うところ多大なるものがあつたことを銘記しなければならない．

　本所の構成も最初研究部門は第1，第2，第3の3部であつたが，昭和28年度に生化学遺伝至‡1；を増設して形質遺伝

部，細胞遺伝部，生理遣伝部，生化学遺伝部の4部となつた．

使 《1IP

遺伝学研究所とは何をする所ぞ，なぜこれを大学付置にしなかつたか，なぜ三島のような不便な一f二地を1巽定したか

ということは局外の人々からしばしば受ける質間である，

第3図　　圃場（1」1イ＝三番ll間）より溺『館（左），本館（中央）

　　　　　及び調節温室佑）を望む．

　順序としてまず遺伝学の碇要性から述

べよう．生物の有するすべての形質ば，

・見しただけでは解らない生哩的形質を

も含めて，遺伝子と細胞質や環境との相

71：作別により決定される．最近の研究に

よれば遺伝子は1二は入勢／iより下はバクァ

リア，バイラ・dこ至るまであらゆる生物

体に含まれ，ひとり遺在の原基であるば

かりでなく，実に生命の根原というも過

言ではない．かつては細胞が生物体組織

の単位であるとされていたが，今日では

細胞の何万分の1かに過ぎない微細な遺
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伝子が第1吹的単位であることが認められるようになつた．このように重要な遺伝子が細胞質との協同において，い

かにして親から子に伝わり，自然的又は入為的にいかなる突然変異を起し，環境の影響が個体形質の表現にいかなる

変化を与えるか，遺伝子作用発現の経路はどうか等の問題を研究するのが遺伝学である．従つて遺伝学は生物学の中

核ともいうべきもので，分類，形態，組織，解剖，，生理，病理等と密接な関連を有するばかりでなく，応用方面では

農学，医学とも不可分の関係を有し，さらに教育，心理，法律との間にも重大なつながりを持つ．本所はこのような

重要な科学であり，かつ比較的近年発達した学問である遺伝学を，従来でも世界的に高い水準を保つて来た日本の遺

伝学研究者として更に“一一一iL層これを推i進すると共に，特別研究生，研修生の制度を設けて新進の研究者を指導育成する

、ζとを使命としている．将来本所に既設の4部の外更に応用遺伝部，突然変異部，人類遺伝部，進化遺伝部等が増設

滝られ，各部相互間の有機的活動によつて遺伝を申心とするあらゆる重要テーvについて総合研究を試みるに至つた

ならば，斯界に一一一・4新紀元を画すべき偉大なる業績をあげることも，決して空申楼閣とはいえないであろう．

　上述の如く本研究所は現在のところ研究員の数，施設，予算等いずれの面から見てもまだびようたる1機関に過ぎ

ないが，その設立は外国の専門雑誌にも報道され，著名な学者から祝意を寄せられ，また来朝した外国の学者のわざ

わざ本所を訪間される者も多い．本所の国際的声価はこれらの事実によつても推定することができよう．最近来訪し

た外国学者の申には遺伝学の研究によるノーベル賞受領者申唯一の生存者たるH．J．　Mur．LER博士，稲の遺伝及び育

種の研究で著名な印度のK．RAMIAH博士，ショウジョウバエ遺伝学研究の初期に温度の影響について研究して名を

知られたH．H．　PLouGH博士，ジャカルタのUnesco事務局のA，　WoLsKY博士，広島のA，　B．　C．　C．のW．　J．

ScHuLL博士，同D．J．　McDoNALD博士，　Jou血al　of　Heredityの編集主任R，　C．　CooK博士，・・ワード大学教授

M．W．　YouNG博士，印度の育種学者U．　PARTHAsARATHY，　A．B．　SARAN，　M．B．　V．　NARAslNGARAoの3博士らをあ

げることができる．殊に国際物理学会に参加したイェール大学教授J．G．　KIRKwooD，コーネル大学教授P，J．　FLoRY，

ベルギーの1．PRIGOGINNの3博士が忙がしい日程を繰り合せて本所を見学されたことは，専門外の科学者もまた本

研究所の存在に関心をもつた結果さいえよう・更に国内的に見ると・本研究所は今や日本遺伝学界のメッカとなろう

としている．わが国の遺伝学者で本所を訪ねない、ものは殆どないというも過言ではあるまい．われわれ研究員はこの

重大なる責務を果すため文字通りH夜粉骨砕身しているしだいである．

　遺伝学は上に述べたように生物学のうちで最もおくれて発達したものであるから，大学では既存の学部教室の間に

割り込んだ形で研究が行われている現状であり，全国数百を数える大学のうち，遺伝学講座を有するのは，わずかに

鯨天李惚学醐京鞭学齢部）パ阪大学（医輔ヅの涙靴繊な・汀か鱈ロ鵬学撫3大学と
も異なつそいる．この事実は遺伝学がある特定の学蔀に所属ぜじある亘1まあまりに内容が広汎に過ぎることを表わし

ているものである．その上に1大学の付置研究所となる’tきほ，”いきおい当該×学の出身者の専有物fヒする煩向を生

じ，従来全く派閥を超越し，互に協力して斯学に貢献して来た美わしい日本遺伝学会の伝統をそこなうおそれがある．

文部省直轄研究所としての現在の在り方が最も当を得たものといわなければならない．

　三島に設立するに至つた理由はこうである．遺伝学研究所としては建物の外に相当面積の土地が実験圃場として是

非とも必要である．また実験用の植物の栽培や動物の飼育のためには空気のよい，気候温和の地域であり，また東京

へ日帰りのできる範囲内であることが望ましい．研究所設立当時（昭和24年）においてこれらの条件，特に研究所

として直ちに使用し得べき建物を有する場所は容易に見当らなかつたのであるが，幸にして三島市にほぼ適当な一ltilU

建物が見つかり，静岡県並びに三島市も研究所招致に熱意を示されたので，静岡，伊香保，善通寺等に候補地もあつ

たが，結局この地に決定した次第である．　　　　　　　・・　i・・

第4図　　新館の1部：階土は図書室及び書庫，

　　　　　階下は電子顕微鏡室，X線室．
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第5図　　桑園より鶏舎と研究所とを隔てて南方

　　　　伊豆の山々を望む．
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1第6図（左）

第71．r“el（（i）

カイコの褐四斑：褐田の有無を支配する寸三因子は安定であるが，斑紋の数をつかさどる変更因

子は不安定である．この写真はこぶと褐円との共存する1，の．

サクサン：日長効果利川a・越年性支配実験el1　a）もの，木箱内飾乍．

組織　と　機構

土　地

戸斤f／三　　1旅「｜「dljl［　三，〔1∫1了イミイH1，1］1そ称」／巨　（f｛；1：舌・：三、［ε771－2）

面積　　　総叩数

　　　本館及び折館敷地

　　　佃場吸地

　　　j口路1／tw地その他

一f’：地は1島市の・］〔南隅，

24，525　fド

3，162咋

］3，993　」γド

7，370ゴソド

　　　　　　　　　　　丘陵上にイJ／：し，東H∫より西方

は傾斜面をもつ　口1ゾ地に胆なり，弓〔北㍑箱恨諸01に・移行

する．酉北に富’｛：を望み，mにノ違nを初め伊豆の川々を

指呼し，9〔は丹那，山山に対し，西南雲煙の旧1に駿河湾を

望見する等，風光明媚，気沽く水澄み，俗塵を絶した静

寂境である．

　建　物

総坪数
　本館（延坪）

　折館（延圷）

　温室

　調節温室

　養蚕室

！糠欝総
恒　二’、・ご　，，

］，87］．51γ

1．170．0

　180．5

　46．0

　26．5

　31．5

頂自1・j『了ち己　　　　　　　88．0」・r

堆肥含，農具舎50．O

車庫　　　　　　16．0

変電室　　　　8．8

宿含　　　　243．3

渡廊下（延圷）　10．9

パc　「へざミ　’ヒゴ’

　建物のうら本館と宿舎と｛部ζ．L：産業時代の建築で，こ

れに間仕切等の改修を加えたに過yないが，その他はす

べて研究所として折築したものである．叩にも1部静岡

1日の寄付による｛り1館は鉄筋・rンクリー．一ト造，研究所に一“1：、

さわしい麺物で・あり，これの落成によつて本研究所㍑そ

の而「1を．・折したというも過、一ξではない．

　以1：の如く本研究llψ環境は静寂1！［IJ雅であつて，文償

そ．り仙の施設がi元己備し，こ＼だけで大体独立して研究が

遂行できる1：うになつた睨には，実に叩分のない理想境

であるパこだ現イにのと○部儲の・：ックナンバ・一㍑殆ど

tt∫し、／ノ，｝i〕乏f疽」もま7ご・1’ク♪一ζ，’1；：えξし、し・）ずこ㍉　JU（万〔，　名甘∫屋，

元〔都そ0）仙の大学や研究1り『の按助を受けなけれげならぬ

ので，その点不便を免かないのを潰憾とする．

　：欠又し力女llく　〕㌻婿1：｛’ll／多・1ノとも｛ド々ナ曽力IIL，1）f頃1自Jlこ∂）るカミ，

本所は設立当時の特朔ミ：‘」葬情により，新設に伴う臨時費の

計1：なしに発足した関係」：，年々経常費を以て1臨時的1性

質の経費をも支弁していかなけれげなll，なt、　・．これが本

所の大きな悩みであつて，そのため各種共通の経費を夢1

き夫つた径，仏研究宝に配分される研究呈？は，常識酌に

第8図（左）　野外作業ソ）ためのビ・．チ・ペラソ1！．

第9図（向　／lgi’op．’vrθn　Xi’iti（・eu］lz：川ジク“嘱・1・　11（f・．め・fl三性雑’1、：，染酬・婆2“7、・、・…㌧1川先川1な

　　　　　　　…　カ・L・．・イ’イr～ゴ・り　li珊貫ljiAl　i；i｛（20”C，　80ソ6）　1二／v　・1　t　c　8　）j　iこjlll　T；E〔IJ　l　．ヒ，ノニt、、㌦，
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第10図（左）

第11図（右）

小麦の袋がけ．

サトウダイコン：アメリカで育成された耐病性品種の刀ご生セ11　1レヒチ〉処理して四倍体を作u，

調節温室を使川して年内に開花結実させる．

予算

年　度　別

ilfl不0　25　】｛ド度

〃　26　〃

〃　27　〃

〃　28　〃

経　　常　　費

　　　　1．1］
　14，759，000

17，914，000

20，296，0f｝0

25，578，000

科学研究費
　　　　1」］
　2，368，079

2，700，000

8，800，000

6，500，000

＼ノ　罐塑蟹』一一＼
　1第12図　　Ehrlich腹水癌細胞の染色体．

は考えられないほどの小額となり，わずかに科学研究費，

科学試験研究費，委託研究費等によつて研究を続けてい

る実情である．

　官制
　文部省設置法（抄）

（Uf－1不1124　イド5J］　31　11　　7去Zlt第146　りL）

（国立の学校等）

第13条　文部大臣の所轄の下1こ国立学校及び左の機関

　を蹄く．

　　ll本ユネスコ国内委員会　統計数理研究所

　　国立教育研究所　国立遺伝学研究所

科学II式験研究費

　　　　川
　　150，000

150，000

150，000

370，000

科学研究助成費　1愉人機械咄人費

o

50，00｛｝

o

216，｛｝OO

0

o

　　国　、㌧：科学博物館　　lil、7：国語研究所

　　国　、7：近代L’：術館　　H　本　芸　術　院

　緯　度　　観　測　所
（評議員会）

第ユ4条　前条の機関のうち，国、㌧：教育研究所，国、フ1科

　学博物館，統計数川研究所及，び国、フニ遺伝学研究所に’：’

　れぞ）tt評議員会をliS亡く．

　2　評議員会は，それぞオ助機関の事業計画，経費力

　　見積，人事その他の運営管∫ll！に関する乖嬰事項に・

　　いて，そイしそれの機関の長に助言する．

　3　そイしそれの機関の長ejr，，評議員会の推薦に」こり，

　　文部大1：・1が任命する．

　4　評議員会は20人以内〃帰1犠員で組織する．

　5　評議員は，学識経験のある者のうちカ・ら文部ノく臣

　　が任命する．

　6　評議t．1の推薦，任期その他評議員会の組織及び運

　　営の細日についてift　ilV）（令で定める．

（国立遺伝学研究所）

第21条　国立遺伝学研究所U－，遺伝に関9“’る学理の総

　介及びその応川の基礎的研究を’つかさどリ，あわLtl一で

　遺伝学の指導，連絡及び促進をはかる機関と9－一る．

　2　遺伝学研究所の内部組織は，文部省令で定める・

　文部省設置法施行細則（抄）

（i］fl不1｜28　イド1　Jj　13　11　　文8］～省令・第2　り，　1liJ｛1三8　H　1

　日改1臼欧C決の1ひ・つづく）
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